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第 11回一橋大学「連合寄付講義」 
2007年 7月 6日 

政策・制度要求と労働組合 

 
連合副事務局長  

逢見直人 
 
１ 自己紹介にかえて －如水会会報 2005年 11月号 
 
２ 連合が取り組む政策・制度要求の前提と目的 
（１） 連合の政策活動の前提 

1） 労働組合主義に基づく運動 
2） 市場経済を前提とするが市場原理主義には対決 
3） 「労働の尊厳」を大切にした働き方の追求 
4） 社会正義の追求 
5） 「雇用社会化」を踏まえた労働組合の役割の自覚 
6） 理念・目的が一致する政党・政治家を支援 

 
（２） 労働組合が政策活動に取り組む目的 
１）労働組合主義の発展 
２）働く側のニーズ 

 
（３）政策・制度要求によって実現した労働界の統一 

 
 ３ 連合の政策要求の領域と視点 
（１）政策要求の領域 

 
（２）連合の政策・制度要求の視点 
１）基本的視点 
２）政策立案能力の向上と合意形成 

 
  ４ 政策・制度要求の実現手法とその成果 
 （１）実現手法 

１）政府との協議 
２）政党との協議、国会対策 
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３）審議会等への参加と意見反映 
４）経営者団体との定期協議 
５）国際機関との連携 
６）職域・職場における運動 
７）大規模キャンペーン 

 
 （２）スケジュール 
（３）主な成果 

 
５ 今日的政策課題－格差問題への対応 
（１） 生活と労働が破壊される格差社会 
（２） 進む働き方の二極化 
（３） グローバル化、ポスト工業社会と労働 
（４） ニュー・エコノミーの矛盾 
（５） 格差是正のための政策的枠組み 
（６） 連合が求める格差是正策 

 
 ６ 市場原理主義的労働政策の問題点 
 

以上  
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